
























Representation of  Father in Nabokov’s Novels:  
















指導教員 小原 豊志教授 
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ーの『ロリータへの鍵』 (1968) や、アルフレッド・アッペル・ジュニア編纂の『注解版ロリータ』 
(1970) などを挙げることができる。だが、ナボコフ文学を「芸術のための芸術」と明確に位置付





















































































































































































































































































別記様式  博在－Ⅶ－２－②－A 
 
論文審査の結果の要旨 
学位の種類  博士（国際文化）  氏 名   深澤 明利  
学位論文の  
題   名  
 
ウラジーミル・ナボコフにおける父の表象  
    ―「祖国」を追い求めた亡命作家―  
論文審査担当者氏名  
 （主査） 小原 豊志 ，   吉田 栄人 ，   小林 文生  
      若島 正  ，   井川 眞砂 ，  






















別記様式  博在－Ⅶ－２－②－B 
 
 
以上のように、本論は亡命作家としてのナボコフが理想とする「祖国」像を作品におけ
る父親像から析出した労作である。すなわち、ナボコフが「祖国」を「国境をまたぐ集団
的なアイデンティティに支えられた共同体」と捉えていたとする本論の結論はナボコフに
内在する独特の歴史意識を明らかにしたものといえ、従来のナボコフ像に修正を迫る新た
な知見として高く評価できる。  
その一方で、最終試験においては、父を「祖国」と短絡的に結びつけてしまっている箇
所やわずかではあるがテキストの誤読箇所についての指摘もなされた。そうとはいえ、本
論は難解なテキストで知られるナボコフ作品に独自の視点から取り組み、新たなナボコフ
像を提示した労作であることに変わりはない。  
以上から、本論文は博士論文として必要な水準に達していると同時に、執筆者が自立し
て研究を行うに必要な高度の研究能力と学識を有していることを示している。よって、本
論文は、博士（国際文化）の学位論文として合格と認める。  
 
 
 
